
※保育の必要性があり、預かり保育を利用している方が預かり保育利用料の無償

化の対象となるには、施設等利用給付認定申請書の提出が必要です。
ご不明な点等ございましたら下記までお問い合わせください。

無償化の対象となる費用・上限額等について

【認定こども園、幼稚園（新制度移行園）用】

１．対象者
満３歳から５歳（小学校就学前）までの子ども

２．施設等利用給付認定に伴う無償化の対象費用・上限額等

預かり保育利用料
（施設等利用給付新２号・新３号認定対象）

例 利用日数 実際の利用料
上限額

(490円/日)
無償化対象 保護者負担額

① 10日 4,000円 4,900円 4,000円 0円

② 20日 12,600円 9,800円 9,800円 2,800円

■上限額（月額）の算定のイメージ

※ 利用日数に応じて無償化の上限額（月額）が決まります（上限額（月
額）＝ 490円×利用日数（月額最大12,300円））。

※ 上限額を超える利用料は、保護者負担となります。

※ 満３歳児の場合は、市町村民税非課税世帯のみが預かり保育利用料の無
償化の対象となります。また、上限額（月額最大）は17,700円となりま
す）。

※ 園の預かり保育の実施時間等が一定の基準より少ない場合は、園で実施
する預かり保育のほか、認可外保育施設、一時預かり事業等の利用料が無
償化の対象となることがあります。

■無償化の上限額（490円×利用日数（月額最大12,300円））と、
実際の利用料とを比較して、いずれか低い方の額が上限となります。

（問合せ先）
大東市 福祉・子ども部 こども家庭室
保育幼稚園グループ
TEL：０７２－８７０－０４７４

３．利用者負担額（保育料）について
園に支払う利用者負担額（保育料）は無償となるため、園への支払いは不要

となります。


